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主管 

事 業 名 下水道事業 

政策体系  

安全で安心に暮らせるまちをつくる 
便利で快適に暮らせるまちをつくる 

治水対策の推進 
上水道の安定供給・下水道の充実 

款  項  目  

令 和 ２ 年 度 

予  算  額 財    源    内    訳 

3,714,580千円 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

      

上

下

水

道

課 

１ 事業目的 
  公衆衛生の向上、浸水防除及び公共用水域の水質保全を目的とし、下水道事業
を実施する。 
収益的支出は、下水道の管渠及びポンプ場施設などの維持管理を行うとともに、

下水道使用料を適正に徴収する。 
資本的支出は、事業計画などに基づき、清潔で快適な生活環境を確保するため汚

水普及率の拡大を図るとともに、浸水被害の解消を図るため、ポンプ場及び雨水管
渠を整備し、水害に強い安全で安心なまちづくりを目指す。 
 

２ 事業内容 
⑴ 収益勘定 
ア 収益的収入（事業費 １，７２６，２８４千円） 

区 分 内 容 事業費 

営業収益 下水道使用料など 694,361千円 

営業外収益 他会計負担金など 1,031,920千円 

特別利益 過年度損益修正益など 3千円 

イ 収益的支出 
㋐ 管渠費（事業費 １２，２４６千円） 

区 分 事業費 

汚水管渠維持管理費 9,962千円 

雨水管渠維持管理費（調整池２か所含む。） 2,284千円 

㋑ ポンプ場費（事業費 ２１７,２７０千円）                   
雨水ポンプ場（７か所）を適正に維持管理するため、保守点検を始め修

繕及び浚渫工事などを行う。 
㋒ 流域下水道維持管理負担金（事業費 ２０２，２３８千円）         

新川流域下水道の施設を適正に維持管理するため、修繕、維持などに要
する経費を負担する。 

⑵ 資本勘定 
ア 資本的収入（事業費 １，５４５，０９１千円） 

区 分 内 容 事業費 

企業債 公共下水道事業債など 783,600千円 

他会計出資金 一般会計出資金など 101,645千円 

他会計補助金 一般会計補助金など 53,976千円 

国庫補助金 社会資本整備総合交付金 549,400千円 

工事負担金など 公共下水道事業受益者負担金など 56,470千円 
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イ 資本的支出（建設改良費） 
㋐ 汚水管渠整備費（事業費 ８５７，０７１千円） 

事業計画などに基づき、実施設計及び面整備管渠布設工事を実施する。 
ａ 清須市公共下水道計画処理面積 

１，３１６ha 
ｂ 事業計画 

事業期間 計画処理面積 

平成１８年度～令和２年度 約 491ha 

ｃ 進捗状況（令和元年度末） 

事業期間 計画処理面積 

平成１８年度～令和２年度 約 491ha 

整備済み面積 整備率 

約 314ha 約 64％ 

㋑ 土田排水区雨水管渠整備事業（事業費 １８７，６５５千円） 
土田排水区の幹線整備に伴う占用物件（水道・ガス・架空線など）の支障 

移転、整備工事（□２.４ｍ×１.２ｍ他、Ｌ＝約４８４ｍ）及び名鉄高架
事業に伴う既設水路付替えの詳細設計を実施する。 

令和２年度末進捗率見込み（累計施工延長／計画延長） 

約 29.3％（約 142ｍ） 

㋒ 水場川右岸排水区雨水管渠整備事業（事業費 ２０，３０６千円） 
水場川右岸排水区（排水面積＝約２２６ha）の詳細設計を実施する。 

㋓ 堀江ポンプ場ストックマネジメント事業（事業費 １０５，０００千円）                          
日本下水道事業団に事業委託（第１期事業 平成２７年度～令和５年度）

し、堀江ポンプ場の耐震及び更新を実施する（計画排水量Ｑ＝７．６７㎥
/s。ただし、第１期事業としてＱ＝６．３７㎥/s）。 

令和２年度末進捗率見込み（整備済排水量／計画排水量） 

約 75.0％（5.75㎥/s） 

㋔ 豊田川ポンプ場ストックマネジメント事業（事業費 ２７１，４００千円） 
日本下水道事業団に事業委託（第１期事業 平成２７年度～令和４年度）

し、豊田川ポンプ場の耐震及び更新を実施する（計画排水量Ｑ＝１５．６
７㎥/s。ただし、第１期事業としてＱ＝１４．０１㎥/s）。 

令和２年度末進捗率見込み（整備済排水量／計画排水量） 

約 80.3％（12.59㎥/s） 

㋕ 西清洲ポンプ場整備事業（事業費 ３１，７５７千円） 
西清洲ポンプ場整備（計画排水量Ｑ＝１．５４㎥/s。ただし、第１期事業

としてＱ＝０．７７㎥/s）に伴う建設予定地の埋蔵文化財調査、既設道路
付替えのための予備設計などを実施する。 

㋖ 流域下水道建設負担金（事業費 ９６，８３０千円） 
新川流域下水道建設事業（新川西部処理区）に係る浄化センター建設及

び幹線管渠布設工事に負担金を支出する。 
 
３ 事業効果 
  下水道施設を適正に維持管理することにより、その効果を最大限発揮するとと
もに、汚水処理の未普及地区を解消することにより、公共用水域の水質保全及び
清潔で快適な生活環境の確保に資することができる。 
また、雨水ポンプ場及び雨水管渠を整備することにより、水害に強い安全、安

心なまちづくりを進めることができる。 

 


